
氏名 土平　博

大学院博士後期課程
担当科目

担当なし

通信教育部担当科目

・歴史地理学　スクーリング年３回

【学内活動】
（学内職歴を含む）

①＜学内委員＞文学部企画委員・文学部学生相談委員・文学部学生相談運営委員・文学部博
物館委員・文学部広報アドバイザー（広報担当）
②文化会クラブ「地理学研究会」顧問

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

①「奈良文化論Ⅰ」の企画運営（本学名誉教授浅田隆、国文学科准教授滝川幸司、史学科教授
寺崎保広、文化財学科教授植野浩三、社会調査学科准教授芹澤知宏と共同）に関わった。②第
５回全国高校生歴史フォーラム（石原学長ほかで運営）の企画と運営に関わった。

①自治体等主催の市民講座（奈良市登美ヶ丘公民館年２回、同市登美ヶ丘南公民館３回、天理
市山の文化会議講座２回、シンポジウム１回）
②大学主催の市民向け講座（奈良市北部会館「高の原カルチャーサロン」１回担当）

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程地理学専攻単位修得満期退学

修士(文学）

歴史地理学

最終学歴

【研究上の特記事項】

・平成22年度から４年計画である日本学術振興会平成24年度科学研究費（基盤研究(B）分担者）
を受けて、蝦夷地および東北地方の陣屋に関する現地調査を実施した。
・平成23年度から４年計画である日本学術振興会平成24平成24年度科学研究費（基盤研究(B）
分担者）を受けて、東北地方および近畿地方の地籍図に関する史料調査および現地調査を実施
した。

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会　人文地理学会　歴史地理学会　奈良地理学会

近世の陣屋と陣屋町に関する研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

担当なし

授業科目

学部担当科目

・地理学実習（四）（通年）
・地理学講読・調査法（九）（通年）
・地理学演習（九）（通年）   世界遺産地理学演習（二）（通年）
・地理学卒業演習（九）（通年）
・歴史地理学（前期）
・地理学特殊講義（四）　（後期）



共

単

単 2012/10/1
日本地理学会秋季学
術大会（神戸大学）

帝国書院2013/3/1

奈良大地理第19号2013/3/1
城跡の地図記号の使用が定着した経
緯を探る報告である。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

① 『地理シリーズ 日本のすが
た　近畿編』

日本学術振興会科学研究費の助成を
受けた研究の中間報告をおこなった。

①地形図図式と地図記号「城
墟」「城跡」の使われ方をめぐっ
て

②

②

③

④

⑤

④

中学校学習指導要領、社会科地理的
分野に準拠した日本地誌の学習をサ
ポートするとした位置づけの書で、奈
良、京都、大阪、和歌山の歴史地理や
伝統産業に関する部分を執筆担当し
た。

③

（学会発表）

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

④

②

⑤

①蝦夷地陣屋の構築物と近世
陣屋の形態変容

③

④


